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生涯学習の 教育・文化・スポーツの
ホットな情報をお届けします。

2018年3月号

■占冠村立学校体育施設の開放事業について

■占冠村清流大学生募集のお知らせ

占冠村清流大学では、平成30年度の新入学生を募集しています。

入学を希望される方は、４月１３日（金）までに社会教育担当へお申し込みください。

入学資格　　満６０歳以上の健康な村民の方

定　　員　　男女　各１０名程度

授業内容　（１）一般教養・・・成人病、家庭内医学、国民健康保険、消防講座等

　　　　　（２）実技学習・・・軽スポーツ、体力づくり、書道、手芸等

　　　　　（３）奉仕活動・・・公共施設・福祉施設の環境美化等

　　　　　（４）研修活動・・・社会見学、施設見学、宿泊研修等

　　　　　　年間の学習計画により、月１回～２回（夏期１回・冬期２回）の学習活動を行います。学

　　　　　　　習時間は、毎回午前１０時から午後２時までとし、通学に関しては、自己で手段を講じて     

  　　　　　ください。

学習場所　　占冠村コミュニティプラザ　他

在学期間　　大　学　　　４年制

　　　　　　大学院　　　２年制

　　　　　　研究生　　　希望する期間

経　　費　　傷害保険料年間１,２００円または、１,８５０円（年齢によって異なります）

　　　　　　自治会費、若干の教材費（必要に応じて）

清流大学では、社会見学や修学旅行、村内学校との交流など楽しい学習活動を行っています。楽しく学

び、交流を深める場として気軽に参加し、学習した内容をご自身と地域のために役立てていただければ幸

いです。

平成３０年度における学校開放利用団体を募集します。

１　対象団体　１０人以上の団体または、グループ

　　　　　　　（未成年者の団体やグループについては、監督者として成人者が含まれている場合に限

　　　　　　　　  り対象とします。）

２　開放施設　①占冠中央小学校　②占冠中学校　③占冠地域交流館　④トマム学校

３　開放時間　午後７時から午後９時まで

４　申込期限　３月２３日（金）までに、社会教育担当へお申し込みください。

　　　　　　　利用団体会議を４月中旬に予定しています。後日、申込団体へ個別に通知いたします。

占冠村清流大学では、下記により公開講座を開催します。

興味のある方は、お誘いあわせのうえご参加ください。座席準備のため、事前に清流大学事務局（電話

５６‐２１８３）までご連絡をお願いします。

日時：平成３０年３月７日（水）

　　　「古典に親しむ」　１１：００～１２：００

場所：占冠村公民館（コミュニティプラザ多目的ホール）

■清流大学公開講座のご案内
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【野生動物対策の状況について】
村内の野生動物に関する情報をお知らせいたします。

■お問い合わせ

　林業振興室　　　　電話 56-2174

2018年3月号

　　　エゾシカ

１月の駆除捕獲は８頭で、例年の半数ほどでした。捕

獲に適した晴天の日が少なかったようです。この時期、

シカたちは飢えと寒さで体力を失

い、餓死するものもいます。芽吹

きの春まで、もう少しの辛抱です。

　　　ヒグマ

３月はヒグマの活動が始まる時

期です。年により２月に活動し

はじめることもありますが、今

年は２月１３日現在、まだ情報

はありません。

今年も、これからおよそ９か

月の間、皆様とともにヒグマ事

故の防止に取り組んでまいりま

すが、まず大事なのは情報の適

確な伝達です。村は収集したヒ

グマ情報を、その行動や場所で

区分して取扱います（表1）。公

開情報は、広報折込みや立看板、

村のホームページ（※1）等でお伝えします。ご注意い

ただきたいのは、必ずしもヒグマ情報がある場所は危険、

無い場所は安全というわけではないことです。情報の示

す傾向を参考に、適宜事故予防をお願いいたします（２

人以上で行動する、見通しの悪い場所では音で知らせる、

食べ物で誘引しないなど）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表1 　情報の区分　　　　　　

※1 　ヒグマ情報

http://www.vill.shimukappu.lg.jp/shimukappu/

　section/ringyou/nmudtq000002reii.html#s1

　　　

　　アライグマ

厳寒の２月上旬、ニニウ地区にてニワトリに被害

が発生し、間もなくオスのアライグマが捕獲されま

した。冬の捕獲は様々な困難もありますが、自然環

境中の餌が乏しいので、状況により捕獲に有利な場

合もあります。皆様からの情報をお待ちしておりま

す。　

◆占冠村猟区について

１２月後半から２月前半にかけては、利用は１件

１日のみでした。捕獲の難しい時期ですが、天候に

も恵まれ、無事に捕獲を果たされました。そのほか

違反、事故等の事案は発生しておりません。

　　　

▲そのほか▲

高病原性鳥インフルエンザに対する国の警戒態勢

は、２月５日にレベル３から２へ引き下げられまし

た。２月１３日現在まで、道内の事例報告はありま

せん。引き続き死亡野鳥の情報を収集中です。
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ヒグマの足跡
（平成２９年３月）

人の生活圏域・農地 山林等、主要生息地
平常行動で、有

害性の低い個体

情報は一般公開。

個体は警戒・追払い

情報は一般公開せず

記録のみ。不干渉。
異常行動又は有

害性の高い個体

情報は一般公開と直

接伝達。個体は捕獲。

情報は一般公開。

立入制限及び捕獲。
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